
赤枠䛿H㻟㻜から新規ま
た䛿拡充した事業

Ṟ結婚活動ỉ応援強化

ȷ専門職員Ʒ配置、関̞団体ƱƷ連携強化ƴǑǔ出会いƷ
場Ʒ提供ほƔ

ṡ幼保連携型こỄも園ử活用した子育ề支援

ȷ保育園･幼稚園･親子交流館･母子通園センǿȸƷ機能を集
約したžƜƲǋ園ſを活用し、子育Ư支援を推進

ṟあỮしỮ出産ỉ支援

ȷ道路通行止Ǌ情報Ʒ提供や、妊婦健診や出産ƴ
̞ǔ交通費、宿泊費Ʒ一部を支給

Ṡ出産祝い᣿ỉ給付

ȷ第1子プ万ό、第2子10万ό、
第3子以降プ0万όを給付

ṣ未来ử担う児童Ὁ生徒ỉ交流推進

ȷ児童ȷ生徒間や、他自治体Ʒ児童ȷ生徒ƱƷ交流̟進ƴ
ǑǓ、ǭャȪア学習を推進

ṥ高校生まỂỉ医療費助成
ȷ中学生まưƷ医療費無料化Ტ26࠯開始Უ
ȷ27࠯Ɣǒ対象を高校生まưƴ拡大

ṢこỄも園ỉ使用料等ỉ無料化またỊ負担軽減

ȷ3歳以上Ƹ無料化、３歳未満Ƹ国基準Ʒ
1/ブƴ減額し、保護者᝟担を軽減

Ṥݱ､中学生ỉ学習教材費ỉ助成
ȷ資料や実験材料等ƴ̞ǔ保護者᝟担分を助成
ȷݱ学生プ,800ό/࠰、中学生11,200ό/࠰

ṧ住宅取得助成

ȷ住宅新築 最高300万όを助成
ȷ中古ӕ得 最高100万όを助成

Ṩ住宅ἼἧỻὊム助成

ȷ最高プ0万όを助成
ȷ町ϋ業者Ʒ施工ƴ限定

ṩ住まいὉ暮Ụしỉ資源ỉ利活用

ȷ空Ɩ家やᢂ休施設等Ʒ資源を利活用
ȷ建築や福祉、防災、移住等Ʒ૎策間連携を図ǔ

㛮開かủた行政ỉ推進

ȷ子育Ư世代、高齢世代や女性や青࠰Ʒ声を聴く体制ƮくǓ
を推進

㛷情報発信ỉ強化等

ȷまちƷ情報発信力を強化
ȷ地域ƓƜし協力隊ƴǑǔ地域活力Ʒ創出

ṪあỮしỮサポὊἚセンἑὊにợỦ地域Ểỉ支えあい

ȷ高齢者Ʒ日常生活ưƷ困ǓƝƱƴ対し、地域ưƷ支えあい
Ʒ輪を広ƛǔ活動を推進

ṭしべế健康ポインἚ事業ỉ推進

ȷž健康ȝインȈ事業ſƴǑǓ、健診やᢃ動
事業ǁƷ参加を̟し、全町的Ƴ健康増進を図ǔ

Ṯ若者健診Ὁ保健指ݰỉ推進
ȷ16～39歳を対象ƴ健診ȷ健康指ݰを実施すǔほƔ、ݱ中
学生Ʒ生活習慣病予防検診を実施

ṯ医療技術者等ỉ確保

ȷ町ư勤務すǔ医療技術者等を養成･確保すǔたǊ、修学資

᣿及び就業支援᣿Ʒ貸付制度を創設

ṫ高齢者福祉施設利用者ỉ負担軽減

ȷǰȫ－ȗホ－ム等Ʒ利用者Ʒ᝟担
軽減ƷたǊ、家賃等Ʒ一部を助成

Ṭ介護予防事業ỉ推進

ȷ高齢者ƕ健康ư生ƖƕいをǋƬƯ暮ǒす地域ƮくǓを図ǔ
たǊ、žいƖいƖ百歳体操ſ等を実践

㛯新しい農業経営者Ềくụ

ȷ就農予定者研修支援

ȷ就農体験者Ӗ入Ǖ強化

㛰農業協業法人ỉ支援
ȷT平RセンǿȸƷ設置を支援
ȷ複数戸ƴǑǔ農業法人Ʒ設立を支援

㛲標津ἨἻンἛỀくụ

ȷȖȩンȉƮくǓ事業Ʒ推進
ȷ製品開発、販売̟進Ʒ強化

㛳標津川ỉ環境保全等

ȷ標津川Ʒ環境保全対策Ʒ強化

ȷ標津川Ʒ水深確保Ʒ要請

㛴起業支援補助拡充

ȷ補助᣿上限

2プ0→300万ό

㛵再生可能ỺネἽギὊỉ活用等

ȷエネȫǮȸƷ有効活用

ȷ誘致ᝠ源Ʒ有効活用

㛶交流人口ỉ拡大にợỦ地域ỉ活性化

ȷ地域連携ƴǑǔ都ϋ物産展や大学ƱƷ連携事業

ȷ体験交流Ʒ実践ƴǑǔ地域経済Ʒ活性化

㛱水産資源対策ỉ強化
ȷ沿岸餌料等環境調査Ʒ実施
ȷȊȞコ種苗્流事業Ʒ推進
ȷホッカイシȞエビ資源管理調査ƳƲ

Ṧ標津高校Ểỉ学びỉ支援
ȷ教科書･制服代相当プ万ό支給、町ϋ外バス通学費全額助
成、国公立大学入学᣿相当30万ό支給、医療費無料Ʒ町外
通学者対象、修学旅行費Ʒ支援ほƔ
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創成会議

人口ビジョン

社人研：国立社会保障･人口問題研究所推計䠄2013.3䠅

創成会議：日本創成会議推計䠄2014.5䠅

人口ビジョン：標津町人口ビジョン目標䠄2015.10䠅

標津ထỉ人口推計

人口対策重点30事業

㛮ふỦさểỉ未来ử担うἼὊἒὊỀくụ

ȷしǂƭ未来塾ưƷȪȸダȸ育成及び若者Ʊ町ϋ外関̞団体
ƱƷ連携ȷネッȈワȸǯƮくǓ

Ṱ地域防災計ဒにợỦ防災Ὁ減災対策

ȷ避難路や防雪柵Ʒ整備ƷほƔ、災害予測、情報発信、防災
教育ƳƲƴǑǓ災害ƴ強いまちƮくǓを推進


